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○議長（熊谷雅幸） おはようございます。 

ただいまの出席議員は１０名であります。 

これより、令和６年第１回蘭越町議会臨時会を開催いたします。 

た だ ち に 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。  

説 明 出 席 者 に つ き ま し て は 、 名 簿 を お 手 元 に 配 布 し て い ま す の で 、 御 了

承 願 い ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 １ 、 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。  

会 議 録 署 名 議 員 は 会 議 規 則 第 １ ２ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 ２ 番 北 山 議 員 、 ３

番 淀 谷 議 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 ２ 、 会 期 の 決 定 を 議 題 と し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り 願 い ま す 。  

９ 番 栁 谷 議 員 。  

 

○ ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  皆 さ ん 、 お は よ う ご ざ い ま す 。  

令 和 ６ 年 第 １ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 の 開 会 に 当 た り ま し て 、 議 会 運 営 委 員

会 の 決 ま っ た こ と を お 知 ら せ い た し ま す 。  

会 期 は 、 本 日 １ 日 間 と い た し ま す 。  

日 程 に つ き ま し て は 、 皆 様 に お 配 り し て お り ま す 日 程 表 の と お り 行 い た

い と 思 い ま す の で 、 議 長 よ り 、 よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど お 願 い を い た

し ま す 。 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  お 諮 り し ま す 。  

た だ い ま 議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り の と お り 、 本 臨 時 会 の 会 期 は 、 本 日

１ 日 間 と し た い と 思 い ま す 。 こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 会 期 は １ 日 間 と す る こ と に 決 定 し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ３ 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱 説 明

を 願 い ま す 。  

金 町 長 。  

 

○ 町 長 （ 金 秀 行 ）  お は よ う ご ざ い ま す 。  
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第１回蘭越町議会臨時会を招集しましたところ、大変御多用の中、議員の皆

様方の御出席をいただきまして、本臨時会が開催できますことを、まずもって

お礼を申し上げたいと存じます。 

 第４回蘭越町議会定例会が開催をされました、昨年１２月１４日以降の行政報告

については、お手元に資料としてお配りしておりますが、詳細をお知らせしたい

行事等について、口頭で御報告を申し上げます。 

１ページ、１２月２１日、２２日、２５日、３日間にわたりまして、町内７

０歳以上のお独りで暮らしている世帯、また、８０歳以上の御夫婦のみで暮ら

している世帯、合わせて３０４世帯を訪問し、激励をいたしたところでござい

ます。 

お一人お一人、元気な姿を拝見させていただきながら、少ない時間でありま

したが、何か困りごとなどがないかお話をさせていただき、各御家庭を訪問さ

せていただきました。 

１２月２１日、木曜日、１７時３０分から、この日は先般の議会で教育委員

として同意をいただきました、宮武かおり委員と安田智恵子委員に辞令を交付

しております。 

また、退任されました及川かをりさんと西元裕子さんに感謝状を贈呈し、今

後も引き続き御意見をいただき、教育行政の推進に御協力いただきたい旨、お

話をしたところでございます。 

１２月２８日、木曜日、この日は午前中に港・名駒・目名地区、午後からは

昆布・蘭越地区で歳末防犯パトロールが実施されました。 

蘭越地区においては、町内の関係団体や、倶知安警察署からも寺村署長をは

じめ町内各駐在所長など６名の御出席をいただきました。 

 出動式のあと、２班に分かれ金融機関や商店などをパトロールし、啓発チラ

シやグッズの配布などを行い、町民の自主防犯意識の高揚を図りました。 

２ページ、１月６日、土曜日、１４時から、この日は羊蹄山ろく消防組合蘭

越消防団・消防署蘭越支署職団員、約８０名が参加し、出初式を挙行しており

ます。 

寒空の中、中村裕之衆議院議員の三河秘書、大築紅葉衆議院議員の千場秘書、

蘭越駐在所齋藤所長、熊谷議長、議員の皆様ほか、町民の皆さんに御参列いた

だき、検閲などを行いました。 

その後、山村開発センターに会場を移し、永年にわたり消防業務に御尽力を

いただいている方々の功績を称え、消防永年勤続表彰を執り行っております。 

３ページ、１月１８日、木曜日、１０時から、この日は長きにわたり消防後援

会の役員として、実践活動や消防活動に御尽力をいただいた目名消防後援会の
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古市芳光さんと、昆布消防後援会の栗原錦一さんに功績を称え、感謝状を贈呈

しております。 

同じく１月１８日、１３時３０分から、この日は蘭越町健康づくり推進協議

会が主催する蘭越町民健康づくり講演会に出席し、御挨拶を申し上げておりま

す。 

昆布温泉病院川上理事長を講師にお招きし、ピンピンコロリを楽しむ健康寿

命をのばす秘訣と題して、３６名の参加者が、食事療法や運動療法を取り入れ

たフレイル予防の方法や近未来の老化予防について、わかりやすくお話をいた

だいたところでございます。 

１月２０日、火曜日、９時から、この日は総合運動公園野球場におきまして、

蘭越町ジュニアクロスカントリースキー競技大会が開催され、開会式にて激励

の御挨拶をいたしたところです。 

今回で１７回を迎えるこの大会には、町内外の幼児、小中学生１００名がエ

ントリーされました。天候にも恵まれ、保護者らが応援する中、それぞれが記

録に挑戦をいたしました。 

また、地域出身で、大学にて活躍している選手も前走として参加し、大会に

華を添えていただきました。 

１月２３日、火曜日、１６時から、この日は小樽で開催された北海道中学校

スキー大会アルペン競技において、ジャイアントスラロームで４位、スラロー

ムで６位を獲得した、蘭越中学校１年の佐々木里和子さんが顧問の先生と来庁

されました。 

佐々木さんは、２月６日から長野県において開催される、全国大会への出場

権を獲得し、その抱負を伺い、激励をいたしております。 

全国大会の結果は、大回転で５位入賞と非常に嬉しい報告を受けたところで

ございます。 

１月２９日、月曜日、１４時から、この日は第２回尻別川カワヤツメ勉強会

が役場３階委員会室で開催され、出席いたしております。 

この会議は、令和４年９月に尻別川のヤツメウナギの資源保護について、町

が小樽開発建設部倶知安開発事務所に要望を行ったことに伴い、関係者の共通

認識を図るため、昨年１０月から勉強会が開催されております。 

今回の勉強会には、小樽開発建設部工務課、倶知安開発事務所、北海道栽培

漁業振興公社、ＮＰＯ法人しりべつリバーネット、町の職員が参加し、本年度

小樽開発建設部が実施したカワヤツメの産卵環境調査や幼生生息環境調査等の

結果、令和６年度の調査計画、併せて行われるカワヤツメの幼生の生息環境を

創出する試験施工の設置箇所について説明を受けたところです。 
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かつて本町の特産品でもあったカワヤツメは、現在、絶滅危惧Ⅱ類に指定さ

れ、見かけることはもちろんのこと、食する機会もありませんが、近年、尻別

川においては産卵床や幼生数も回復傾向にあると伺っておりますので、引き続

き、関係機関で連携を図り、カワヤツメの資源保護に取り組んでまいりたいと

考えております。 

４ページ、２月２日、金曜日、１６時から、この日は三井石油開発株式会社、

原田英典代表取締役社長が来庁され、町が昨年６月に発生した蒸気噴出事案に

よる町の低下したイメージの回復や、町の賑わい・活力の再生、町民からの信

頼回復に向けて策定した蘭越町地域再生プランを手交しております。 

併せて、事業者と経済産業省、環境省、北海道、ニセコ町及び本町の関係機

関で構成する環境モニタリング連絡会議の開催方法と、蒸気の噴出現場周辺で

山菜取りを行う方への注意喚起の方法等について、打合せを行ったところでご

ざいます。 

２月４日、日曜日、１３時３０分から、この日は第３１回町長杯ミニバレー

ボール大会兼第２３回町民スポーツミニバレーボール大会が開催されました。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、４年ぶりの開催となった大会には、

中学生チームを含め１２チームが参加し、ミニバレーを通じて交流と親睦を深

め、心地よい汗を流しておりました。 

２月１０日、土曜日、１３時３０分から、この日は蘭越少年消防クラブ修了

式が開催され、出席しております。 

このクラブは、防火・防災思想の普及を図ることを目的に、小学校５・６年

生の児童で構成された自主防災組織で、昨年５月に結成をされております。 

昆布小学校５名、蘭越小学校２名の計７名が活動を行い、７回開催された勉

強会で防火・防災に関する様々な訓練を実施したほか、消防連合演習や出初式

等への参加した報告があり、私からは学んだことや経験したことを忘れずに今

後に役立ててほしいとお願いをいたしたところでございます。 

次に、汚職調査の妨害に対する国家賠償請求事件について、御報告申し上げま

す。 

本事件は、原告町内在住の野村一也氏が、被告蘭越町と難波修二氏を相手に、

チセヌプリスキー場の売却等にかかる汚職調査に対し、理由なく原告の請求を拒

絶し、繰り返し原告を侮辱、または、原告の名誉を棄損する行為を行ったことに

より、甚大な時間的・精神的損害を受けたとして損害請求を求め、令和５年３月

２７日、札幌地方裁判所岩内支部へ訴状を提出したものでございます。 

これまでの経過でございますが、昨年６月２１日に第１回口頭弁論、８月２日

に第２回、９月１３日に第３回、１２月６日に第４回の口頭弁論が札幌地方裁判
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所小樽支部で開かれております。 

１２月６日の第４回口頭弁論で、原告は本人野村一也氏が出頭し、被告は蘭越

町と難波修二氏の代理人となる佐々木総合法律事務所の弁護士２名が出頭してお

ります。 

冒頭、原告野村一也氏からの準備書面・訴状補正書の提出が確認され、これら

についての陳述がされました。 

裁判所から原告に対して、準備書面をもってしても原告が主張する請求原因が

特定されていないことが指摘をされました。 

原告野村一也氏からは、書面内容を説明するとともに、さらに補充したいこと

が述べられましたが、裁判所からは、原告の要望を受けて２か月の準備期間を追

加で与え、１１月１３日を期限として厳守するよう指示した経過であり、追加の

主張準備期間は認められないことが述べられました。 

被告の代理人弁護士からは、原告の主張は争うものとし、８月２日の時点で、

次回までに主張を特定できなければ終結すべきことを述べており、また、９月１

３日の期日でも、最終期限として２か月の準備期間が付与されたものの、主張が

特定されなかった経過であるので、審理を終結することはやむを得ないことを述

べております。 

原告野村一也氏からは、審理を終結することに抗議がありましたが、裁判所か

らは判決を行うに審理は熟していることが述べられ、１２月６日をもって終結と

なり、判決の言い渡し期日を、令和６年１月２４日に指定をされました。 

１月２４日、裁判所からの判決の言い渡しが、札幌地方裁判所小樽支部で行わ

れました。 

原告の野村一也氏の出頭がない中、裁判所から判決の主文として、１、原告の

請求をいずれも棄却する、２、訴訟費用は原告の負担とすると読み上げられ、事

実及び理由の朗読は省略されました。 

その後、代理人弁護士から、蘭越町と難波氏に対し裁判所からの判決文が郵送

され、その中での請求棄却の理由として、町に対しては、被告蘭越町の職員らに

国家賠償法１条１項に定められる違法な行為があったとは認められないことから、

原告の被告蘭越町に対する請求は、完全に失当であると結論づけられております。 

また、難波氏に対する請求については、難波被告は公務員の職務の執行された

ものが明らかであって、難波被告個人が損害賠償責任を負うことはないことから、

被告難波に対する請求は失当であるなど、難波被告に対する請求は完全に失当で

あると結論づけられ、結びに、原告の請求は理由がないから、いずれも棄却する

こととして、主文のとおり判決となっております。 

なお、この判決を不服とし、原告野村一也氏からの控訴状を２月８日に裁判所
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が受理したことを、代理人弁護士が確認されております。 

以上、汚職調査の妨害に対する国家賠償請求事件についての行政報告を終わり

ます。 

次に、本日提案いたします議案の提案理由の大綱について、御説明を申し上げま

す。 

議案第１号については、蘭越町交流促進センターの設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例でございますが、物価高騰により食事料を含む宿泊料を改定す

るため、条例の一部を改正させていただくものです。 

議案第２号については、令和５年度蘭越町一般会計補正予算第７号でございます

が、歳入歳出それぞれ８，７９１万９，０００円の追加をお願いするものでござい

ます。 

歳出の主な内容ですが、総務費では、物価高騰対応重点支援対策費として、低所

得世帯支援給付金２，０７５万円の追加など、合わせまして２，２３６万円を追加

するものでございます。 

民生費では、能登半島地震義援金２００万円、蘭越保育所空調設備設置工事第 2

工区３，５４２万円など、合わせまして３，９８０万７，０００円を追加するもの

でございます。 

衛生費では、飲用水施設整備事業補助金１万円を追加するものでございます。 

農林水産業費では、経営継承・発展支援事業補助金１００万円の追加など、合わ

せまして１９０万５，０００円を追加するものでございます。 

商工費では、職員旅費２８万円を追加するものでございます。 

土木費では、ダンプトラック修理１０１万８，０００円、湯の里ヴィレッジ周辺

道路除雪事業補助金９０万円など、合わせまして１９８万８，０００円を追加する

ものでございます。 

教育費では、蘭越中学校屋体トイレ改修工事１，９０９万６，０００円など、合

わせまして２，１５６万９，０００円を追加するものでございます。 

歳入につきましては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金２，１３２万円

の追加、学校施設環境改善交付金９５４万８，０００円の追加、公共施設整備基金

繰入金３，５００万円の追加、蘭越中学校屋体トイレ改修事業債９５０万円など、

合わせまして歳入総額８，７９１万９，０００円を充当するものでございます。 

なお、詳細については、議案説明のときに担当課長から説明をいたします。 

以上で、行政報告並びに提案理由の大綱の説明を終わります。よろしく御審議

をお願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱
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説 明 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ４ 、 議 案 第 １ 号 蘭 越 町 交 流 促 進 セ ン タ ー の 設

置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 水 上 商 工 労 働 観 光 課 長 。  

 

〇 商 工 労 働 観 光 課 長（ 水 上 昭 広 ） ただいま上程されました、議案第１号蘭越

町交流促進センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について、

御説明いたします。 

交流促進センター幽泉閣について、近年の人件費や電気料など諸経費の上昇や

物価高騰の影響もあり、当施設においても、安定した経営に向けて、食事料を含

む宿泊料改正のため、条例の一部を改正するものでございます。 

それでは、参考資料①新旧対照表を御覧願います。 

変更箇所にはアンダーラインを引いております。 

別表中、３、宿泊料（１人につき）について、宿泊欄の和室を一般宿泊と改め、

１泊２食の料金の合計を９，３５０円から１万１，３５０円に、次の湯治をその

他宿泊と改め、合計を７，２５０円から９，１００円に、次の特別室Ａを特別室

Ａ（和洋室）と改め、合計を１万１，０５０円から１万３，０５０円に、次の特

別室Ｂを、特別室Ｂ（バリアフリー室）と改め、合計を８，９５０円から１万９

５０円に改めるものでございます。 

次の摘要欄については、２、特別室Ｂはのあとに、バリアフリー対応でを追加

し、特別室へのあとに和洋室を追加するものでございます。 

３、１室１名の利用については、１，２００円から１，５００円に、４、土曜

日及び休日前の利用については、１，１００円から１，２００円に改め、新たに

６、その他宿泊は７泊以上の湯治、または３泊以上のビジネス、団体（シニア・

学生等）を対象とする。ただし、支配人が認めた場合にはこの限りではないを追

加するものです。 

なお、附則といたしまして、この条例は令和６年４月１日から施行いたします。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 
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こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 １ 号 蘭 越 町 交 流 促 進 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ５ 、 議 案 第 ２ 号 令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補

正 予 算 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 渡 辺 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  ただいま上程されました、議案第２号令和５年度蘭越

町一般会計補正予算第７号につきまして、御説明申し上げます。 

現在、この会計の予算の総額は７５億６，８４６万３，０００円で、歳入歳出

それぞれ８，７９１万９，０００円を追加し、７６億５，６３８万２，０００円

とするものです。 

また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものです。 

次の繰越明許費の補正ですが、追加で、第２表繰越明許費補正によるものです。

後ほど御説明いたします。 

次の地方債の補正ですが、変更で、第３表地方債補正によるものです。こちら

も後ほど御説明いたします。 

それでは、事項別明細書の歳出から御説明いたします。９ページを御覧願いま

す。 

２款総務費 １項総務管理費 ４目財産管理費、補正額４２万９０００円。１

２委託料４２万９，０００円。大湯沼硫黄沈殿物処理業務委託料で、大湯沼の環

境保全、また安全な温泉給湯を維持するため、大湯沼周辺に堆積する沈殿物を除

去するものです。 

５目企画費、補正額８万２，０００円。特定財源のその他８万２，０００円は、

自動車損害共済金です。１０需用費８万２，０００円。修繕料で、らんらん号の
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走行中にスリップし、雪壁に衝突したもので、左前方バンパーの修理費をお願い

するものです。 

１３目施設管理費、補正額５２万９，０００円。１８負担金補助及び交付金５

２万９，０００円。地域会館解体事業補助金で、地域会館維持管理費補助金交付

要綱に基づき、冷水農事組合から冷水会館の解体費用にかかる補助申請を受けま

したので、補正をお願いするものです。 

１９目物価高騰対応重点支援対策費、補正額２，１３２万円。特定財源の国道

支出金２，１３２万円は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金です。事業

内容は、国の物価高騰対策として、臨時交付金の給付金定額減税一体支援枠が新

たに創設されたもので、住民税均等割のみの課税世帯に１０万円、また低所得世

帯の子育て世帯に対し、子ども１人当たり５万円を給付するものです。１０需用

費２４万２，０００円。消耗品費で、ファイルほか消耗品です。１１役務費６万

５，０００円。通信運搬費で、案内発送、振込通知にかかる郵便料３万９，００

０円と、次の手数料２万６，０００円は、給付金振込にかかる手数料です。１３

使用料及び賃借料１万円。複写機使用料です。１０ページを御覧願います。１８

負担金補助及び交付金２，１００万３，０００円。低所得世帯支援給付金システ

ム改修負担金２５万３，０００円は、給付金業務に対応したシステム改修費用で

す。次の低所得世帯支援給付金２，０７５万円は、均等割のみの課税世帯１３８

世帯に対し、１世帯当たり１０万円、また、低所得世帯子ども加算分として対象

者１３９人に対し、１人５万円の現金給付を行うものです。 

３款民生費 １項社会福祉費 １目社会福祉総務費、補正額２３３万円。７報

償費３３万円。大雪除雪支援事業除雪作業謝礼で、大雪の緊急的な措置として、

自宅玄関前の除雪が困難な高齢者等に対し、各町内会で作業員を確保・協力し、

お困りの世帯を支援するものです。２５寄付金２００万円。能登半島地震義援金

で、１月１日に発生しました能登半島地震に対し、被災地の１日も早い復旧を支

援するため、義援金の補正をお願いするものです。 

３款民生費 ２項児童福祉費 ３目蘭越保育所費、補正額３，７４７万７，０

００円。１０需用費２０５万７，０００円。修繕料で、遊戯室及び子育て支援セ

ンター内の窓が、断熱性能の低下とともに外気の侵入を防ぐことができず、子ど

もの健康管理及び安心安全な保育環境を保つため、内窓の取付修理をお願いする

ものです。１４工事請負費３，５４２万円。蘭越保育所空調設備設置工事第２工

区で、冷房設備の工事費用をお願いするものです。 

４款衛生費 ３項上水道費 １目飲用水施設整備費、補正額１万円。１８負担

金補助及び交付金１万円。次のページになります。飲用水施設整備事業補助金で、

蘭越町飲用水施設整備事業補助金交付要綱に基づき、簡易水道区域外で居住用に
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使用している飲料水施設の補修に当たり１件の申請があり、予算に不足が生じる

ことから補正をお願いするものです。 

６款農林水産業費 １項農業費 ３目農業振興費、補正額１９１万７，０００

円。特定財源の国道支出金５０万円は、経営継承・発展支援事業補助金です。７

報償費９１万７，０００円。農作物等被害防止有害鳥獣駆除謝礼で、エゾシカ・

アライグマの駆除頭数の増加によるものです。１８負担金補助及び交付金１００

万円。経営継承・発展支援事業補助金で、農業者１名が国からの事業採択を受け

ましたので、補助するものです。 

１２目研修農場費、補正額１万２，０００円の減。７報償費１９万３，０００

円の減。研修農場管理作業謝礼９万３，０００円の減。酒米水田管理作業謝礼１

０万円の減は執行残です。８旅費２４万３，０００円。東京ギフトショー出展に

かかる職員旅費に不足が生じることから補正をお願いするものです。１２委託料

６万２，０００円の減。酒米試験栽培業務委託料で、執行残です。 

７款商工費 １項商工費 ２目商工振興費、財源内訳の変更で、特定財源のそ

の他１３０万円は、企業版ふるさと納税寄附金で、道内企業２社から寄附があり

ましたので、本目の創業支援事業に充当させていただくものです。１２ページを

御覧願います。 

４目観光費、補正額２８万円。８旅費２８万円。職員旅費で、東京国分寺で開

催されます北海道釧路・後志フェアへの出展、観光ＰＲのため、職員従事者の旅

費をお願いするものです。 

８款土木費 ２項道路橋りょう費 １目道路橋りょう総務費、補正額１０１万

８，０００円。１０需用費１０１万８，０００円。修繕料で、１０トンダンプの

エンジンが故障し、排雪運搬業務に支障が生じるため、修理費用の補正をお願い

するものです。 

６目除雪費、補正額９０万円。１８負担金補助及び交付金９０万円。湯の里ヴ

ィレッジ周辺道路除雪事業補助金で、湯の里ヴィレッジ共同管理組合から補助金

交付申請がありましたので、補正をお願いするものです。 

８款土木費 ４項住宅費 ２目町営住宅管理費、補正額７万円。特定財源のそ

の他７万円は、建物災害共済金です。１０需用費７万円。修繕料で、公宅の居間

の窓ガラスが、氷と思われる固い物が当たり窓が破損したため、その修理費用を

お願いするものです。 

１０款教育費 ２項小学校費 １目学校管理費、補正額１９万８，０００円。

１０需用費１９万８，０００円。修繕料で、蘭越小学校のボイラー配管が水漏れ

等による不具合が生じ、修理費用をお願いするものです。 

１０款教育費 ３項中学校費 １目学校管理費、補正額１，９０９万６，００
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０円。特定財源の国道支出金９５４万８，０００円は、学校施設環境改善交付金

で、地方債の９５０万円は、蘭越中学校屋体トイレ改修事業債です。１４工事請

負費１，９０９万６，０００円。蘭越中学校屋体トイレ改修工事で、令和６年度

から改修予定の校舎大規模改修に伴い、生徒のトイレを確保するため、屋体トイ

レを生徒用及び多目的トイレとして改修するものです。次のページになります。 

１０款教育費 ４項社会教育費 ２目町民センターらぶちゃんホール費、補正

額１８万１，０００円。１０需用費１８万１，０００円。修繕料で、センター内

のトイレ２台のウォシュレットが故障により使用できないため、温水洗浄便座の

取替修理をお願いするものです。 

１０款教育費 ５項保健体育費 １目保健体育総務費、補正額８６万８，００

０円。１８負担金補助及び交付金８６万８，０００円。中体連参加事業補助金６

３万５，０００円は、スキーアルペン・クロスカントリー競技など、生徒の全道・

全国大会の出場によるもので、次の体育振興奨励事業補助金２３万３，０００円

は、中学生バレーボール選抜北海道大会出場などに伴い、予算に不足が生じるこ

とから補正をお願いするものです。 

２目体育施設費、補正額１２２万６，０００円。１０需用費１２２万６，００

０円。光熱水費の９３万円は、総合体育館の電気料に不足が生じるため、補正を

お願いするものです。次の修繕料２９万６，０００円は、総合体育館のトレーニ

ング機器、またボイラーオイルサーバー内のセンサー修理をお願いするものです。 

つづいて、歳入に戻ります。７ページを御覧願います。 

１６款国庫支出金、１９款寄附金は説明を省略します。 

２０款繰入金 ２項基金繰入金 １目基金繰入金、補正額３，５００万円。２

公共施設整備基金繰入金３，５００万円。今回の補正予算で、蘭越保育所の空調

設備第２工区の施工に当たって、補助金、地方債といった特定財源を伴わない単

独事業になるため、公共施設整備基金から３，５００万円を繰り入れさせていた

だくものです。 

２１款繰越金 １項繰越金 １目繰越金、補正額１，０５９万９，０００円。

１繰越金１，０５９万９，０００円。前年度繰越金です。８ページを御覧願いま

す。 

２２款諸収入、２３款町債は、説明を省略いたします。 

次に、3ページを御覧願います。 

第２表繰越明許費補正につきまして、御説明申し上げます。 

追加でございまして、３款民生費 ２項児童福祉費、事業名、蘭越保育所空調

設備設置第２工区事業３，５４２万円は、翌年度に繰り越して使用するものです。 

次に、１０款教育費 ３項中学校費、事業名、蘭越中学校屋体トイレ改修事業
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１，９０９万６，０００円は、翌年度に繰り越して使用するものです。 

次に、４ページを御覧願います。 

第３表地方債補正につきまして、御説明いたします。 

限度額の変更で、学校教育施設等整備事業債ですが、補正前の限度額は３，５

００万円でしたが、９５０万円を追加し、４，４５０万円とするものです。 

なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、従前と変更ありません。 

以上で説明を終わります。よろしく御審議いただきますようお願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

７ 番 難 波 議 員 。  

 

○ ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  １ 点 、 お 伺 い し ま す 。 １ ０ ペ ー ジ で す 。  

大 雪 除 雪 支 援 事 業 除 雪 作 業 謝 礼 ３ ３ 万 円 と い う こ と で 、 １ 月 ８ 日 の 大 雪

で 、 も う 大 変 な 状 況 で あ り ま し た 。 そ の こ と だ と い う ふ う に 思 う ん で す け

ど も 、 町 内 に 回 覧 で 回 っ て き た こ の 事 業 の 趣 旨 等 を 見 ま す と ね 、 ２ ０ セ ン

チ 以 上 の 大 雪 が 降 っ た 場 合 に 、 そ の 困 難 な 家 庭 に 対 し て ど な た か 頼 ん で 、

そ れ を や っ た 場 合 に 町 の ほ う か ら 助 成 し ま す よ と い う 、 そ う い う 事 業 で あ

っ た と 思 い ま す 。 そ の た め に は 、 町 内 会 で 誰 が 対 応 す る か と い う 手 立 て を

し て く だ さ い よ と い う 、 そ う い う 趣 旨 の 事 業 だ と い う ふ う に 理 解 を し て お

り ま す 。 こ う い う 事 業 を や る と い う こ と に つ い て は 、 私 は 十 分 評 価 を し た

い な と い う ふ う に 思 う ん で す け れ ど も 、 問 題 は 、 そ の 町 内 会 で 、 そ の 手 立

て を す る っ て い う と こ ろ が 、 本 当 に ど う な の か な っ て い う 難 し さ が 非 常 に

あ る だ ろ う と い う 気 が い た し ま す 。 今 の 状 況 で す と 、 お そ ら く も う 今 年 は

も う な い だ ろ う と 、 ２ ０ セ ン チ 以 上 積 も る よ う な こ と は な い と い う こ と な

ん で す け れ ど も 、 来 年 度 以 降 に 向 け て ね 、 仮 に 、 こ の 事 業 を こ れ か ら も や

っ て い く と す れ ば 、 や っ ぱ り 町 内 の 中 で 、 ど う い う 対 象 に な る よ う な 家 庭

に 対 し て 、町 内 が 努 力 を し て 、そ う い う 手 立 て を し て い こ う と い う こ と を 、

町 内 会 が 自 ら 自 主 的 に ね 、 そ う い う こ と を 話 し 合 い を す る と い う こ と が な

け れ ば 、 こ の 事 業 は な か な か ス ム ー ズ に や っ て い け な い の で は な い か な と

い う 気 が す る わ け で す 。  

そ こ で 、 是 非 、 今 年 な か っ た と い う こ と で す け れ ど も 、 こ れ か ら に 向 け

て 、 や っ ぱ り 引 き 続 き ね 、 少 し 細 か に 丁 寧 に 町 内 会 に 対 す る そ の 要 請 を 続

け て い っ て 、 こ の 事 業 が う ま く 軌 道 に 乗 る よ う な で す ね 、 そ う い う 手 立 て

を 、 是 非 、 や っ て ほ し い と い う 要 望 で ご ざ い ま し て 、 そ の こ と に つ い て 御
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答 弁 を い た だ け れ ば と い う ふ う に 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  福 原 住 民 福 祉 課 長 。  

 

○ 住 民 福 祉 課 長 （ 福 原 明 美 ）  た だ い ま の 難 波 議 員 の 御 質 問 に お 答 え し た

い と 思 い ま す 。  

議 員 お っ し ゃ る と お り で す ね 、 今 回 の 本 当 に 緊 急 的 な 、 １ 月 ８ 日 、 そ の

あ と も う １ 回 あ り ま し て 、 ３ ０ セ ン チ 程 度 の 大 雪 と い う こ と で 、 大 変 、 お

う ち か ら 出 る の に も 大 変 苦 労 さ れ た と い う お 話 を 聞 き ま し て 、 緊 急 的 に 今

回 の 事 業 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。 御 指 摘 の と お り で す ね 、 こ の あ と こ の

事 業 と い う と こ ろ で は 、 来 年 以 降 、 ど う い う ふ う に な っ て い く か と い う と

こ ろ も 含 め ま し て 、 既 存 の 除 雪 支 援 の 事 業 が ご ざ い ま す の で 、 そ ち ら と の

整 理 、 統 廃 合 も 含 め 、 ま た 町 内 会 の 方 々 に も 十 分 御 協 力 、 御 理 解 い た だ け

る よ う に 、丁 寧 に お 話 を し な が ら 進 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

 ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

 ９ 番 栁 谷 議 員 。  

 

○ ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  同 じ ペ ー ジ で ご ざ い ま す 。  

１ ０ ペ ー ジ 、 能 登 半 島 の 義 援 金 が ２ ０ ０ 万 円 計 上 さ れ て お り ま す 。 こ の

金 額 の 根 拠 と 考 え 方 に つ い て 、 三 陸 沖 の 地 震 と い い ま す か 、 東 北 の 震 災 の

と き の 経 過 も ご ざ い ま す の で 、 考 え 方 を 伺 い た い と 思 い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  福 原 住 民 福 祉 課 長 。  

 

○ 住 民 福 祉 課 長 （ 福 原 明 美 ）  た だ い ま の 栁 谷 議 員 の 御 質 問 に お 答 え し た

い と 思 い ま す 。  

今 回 で す ね 、 前 回 、 東 北 の 地 震 、 ま た 、 熊 本 の 地 震 を 参 考 に い た し ま し

て 、 今 回 の 義 援 金 の ほ う ２ ０ ０ 万 円 と い う ふ う に 決 め さ せ て い た だ い て お

り ま す 。 被 災 の 程 度 と か も 含 め な が ら ２ ０ ０ 万 円 と い う こ と で 、 熊 本 の と

き に ２ ０ ０ 万 円 、 ま た 、 東 日 本 の と き は 、 さ ら に 大 規 模 な 地 震 で ご ざ い ま

し た の で 、３ ０ ０ 万 円 と い う ふ う に 支 出 を さ せ て い た だ い て お り ま す の で 、

そ ち ら の ほ う を 鑑 み な が ら ２ ０ ０ 万 円 と い う ふ う に 決 め さ せ て い た だ き ま
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し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ９ 番 栁 谷 議 員 。  

 

○ ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  御 存 じ の 方 が 多 い と 思 う ん で す が 、 東 北 の 震 災 の と き

の ３ ０ ０ 万 円 の 義 援 金 に つ き ま し て は 、 議 論 に 当 た っ た 当 事 者 の １ 人 で も

ご ざ い ま す の で 、 ち ょ っ と 思 い 出 し て い た だ き た い ん で す が 、 当 時 、 約 ３

０ 億 円 ぐ ら い の 基 金 が 、 各 種 の 基 金 が 蘭 越 町 で は 蓄 え と し て あ っ た ん で す

ね 。そ れ で 、１ %に し て も ３ ０ ０ 万 円 で す よ と 、身 の 丈 の 物 差 し を そ の へ ん

に 置 い て 応 援 す る と い う 体 制 、 ま ず 帳 簿 上 の 考 え 方 は そ う い う こ と に な る

と い う 発 想 が 一 つ 、 議 論 の 中 で 、 協 議 会 を 開 い た と き に あ っ た ん で す ね 。

私 は 、 こ の ２ ０ ０ 万 円 を 妥 当 と す る 判 断 を い た し ま す が 、 能 登 半 島 は 本 町

の 大 方 の 皆 さ ん が ル ー ツ の 地 と し て 、 御 親 戚 の 方 も ま だ た く さ ん お 付 き 合

い の あ る 方 が い ら っ し ゃ る と い う こ と で 、 被 害 を 受 け た っ て い う 直 接 話 は

聞 い て な い ん で す が 、 こ の ２ ０ ０ 万 円 の 金 額 、 私 は そ う い う 意 義 づ け を す

る ん で す け ど も 、 町 長 の 考 え 方 、 改 め て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  金 町 長 。  

 

○ 町 長 （ 金 秀 行 ）  栁 谷 議 員 の 御 質 問 に お 答 え し ま す 。  

今 回 の 能 登 半 島 の 地 震 の 義 援 金 で す 。 議 員 お っ し ゃ る と お り で す ね 、 蘭

越 町 内 に も 能 登 出 身 の 方 が 多 く い る と い う こ と を 、 私 、 被 災 し た あ と に で

す ね 、 町 民 の 方 か ら い ろ い ろ 聞 き ま し た 。  

支 援 の 方 法 に つ い て は 、 そ の 市 に 支 援 を す る 方 法 と か 、 義 援 金 を 支 援 す

る と い う 方 法 が あ り ま す 。 当 初 、 私 、 考 え た と き に 、 能 登 の ほ う の 蘭 越 町

出 身 の 方 が い る と い う 部 分 の 中 で 、 ど の 市 な の か っ て い う こ と を で す ね 、

そ う い う ふ う に き ち っ と 調 べ て や る 方 法 も あ っ た ん で す が 、 ま ず は い ち 早

く 、 町 の 思 い と い う も の を で す ね 、 能 登 の 人 方 に 少 し で も 支 援 す る と い う

か た ち を お 願 い し た い と い う 考 え 方 か ら 、 こ の 義 援 金 と い う の は 、 日 本 赤

十 字 を 通 し た 部 分 の 中 で 支 援 を し た い と い う ふ う に 考 え ま し た 。 参 考 と し

た の は 、 熊 本 地 震 の と き の 対 応 で し た 。 各 町 村 の 現 状 、 そ う い う も の も 検

討 し な が ら 、 そ し て 、 年 明 け て で す ね 、 町 村 長 、 い ろ い ろ 懇 談 す る 場 が あ

っ て 、 今 回 の 部 分 を ど う す る か と い う よ う な 部 分 が い ろ い ろ 話 し 合 わ れ ま

し た が 、岩 宇 の ほ う は 、い ち 早 く 新 聞 等 で も 報 道 さ れ た 部 分 が あ り ま す が 、

ま だ 全 体 的 に は 各 町 村 の 対 応 っ て い う の が 、 ま だ だ さ れ て な い っ て い う ふ
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う な こ と で し た 。 で す が 、 私 と し て は 、 蘭 越 町 が 能 登 出 身 の 方 も い る と い

う こ と と 、熊 本 地 震 、そ う い う 部 分 の 被 災 の 規 模 と い う か 、程 度 と い う か 、

そ う い う 部 分 の 中 で 、 町 が い ち 早 く で き る 金 額 が い く ら な ん だ と い う こ と

を 、 担 当 の ほ う を 含 め て 協 議 さ せ て 、 今 回 は ２ ０ ０ 万 円 を 、 日 赤 を 通 し て

義 援 金 と し た い と い う ふ う な 結 果 の 部 分 で 上 程 さ せ て い た だ い た と い う こ

と で す の で 、 御 理 解 を 願 い た い と 思 い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ９ 番 栁 谷 議 員 。  

 

○ ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  私 も 同 感 で 受 け 止 め ま し た 。 寄 附 行 為 っ て い う の は 、

個 人 的 に す る 場 合 と 、 い わ ゆ る 公 的 な 寄 附 行 為 を 、 災 害 の 場 合 な ん か す る

場 合 で す ね 、 や っ ぱ り 財 政 事 情 と か 様 々 な そ う い う も の を 、 や っ ぱ り 勘 案

し て い く 必 要 が あ る と い う こ と 、こ れ は ま た 全 く 別 な 冷 静 な 判 断 の 問 題 で 、

私 は 身 の 丈 と い う こ と を 考 え れ ば 、 全 く 妥 当 な 金 額 で あ る と い う 判 断 を し

て 、 町 長 の 決 断 あ り が た い と 思 っ て お り ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  答 弁 い い で す か 。  

 ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

 １ 番 佐 々 木 議 員 。  

 

○ １ 番 （ 佐 々 木 雄 三 ）  １ 番 佐 々 木 で す 。  

９ ペ ー ジ の 総 務 費 、 ４ 目 の １ ２ 委 託 料 、 大 湯 沼 硫 黄 沈 殿 物 処 理 委 託 料 に

関 し て で す が 、 こ ち ら 実 施 に 至 る 根 拠 と 経 緯 と い う の を ち ょ っ と 説 明 し て

い た だ き た い と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  渡 辺 総 務 課 長 。  

 

○ 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  大 湯 沼 周 辺 に で す ね 、 堆 積 物 と い う か 、 湯 花 っ て

い う か で す ね 、 そ れ が も う 溜 ま る の は で す ね 、 今 始 ま っ た 話 で は な く て 、

も う 数 十 年 前 か ら こ う い う 現 象 が 起 き て お り ま し て 、 前 回 、 こ の 除 去 処 理

を や っ た の は ５ 年 前 に 処 理 を や っ て お り ま す 。 そ れ が 、 現 地 見 て い た だ け

れ ば わ か る ん で す け ど 、 横 に で す ね 、 泥 が 溜 ま っ て で す ね 、 温 泉 給 湯 も 含

め て 、 そ こ が 塞 が れ た り 、 そ う い う 環 境 が 非 常 に 悪 く な っ て で す ね 、 給 湯

も 難 し く な る 現 状 を 、 い ち 早 く そ う い う 対 策 を と る た め 、 ５ 年 ぶ り に ち ょ

っ と や る こ と に な る ん で す け ど も 、 こ の 雪 の あ る 、 こ の 時 期 で な け れ ば 、
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ユ ン ボ 、 中 に 入 っ て 掘 削 し て 除 去 す る も の で す か ら 、 早 急 に 、 こ の 時 期 に

対 応 さ せ て い た だ き た い と い う こ と で 、 補 正 さ せ て い た だ い た 経 過 で ご ざ

い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 、  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ２ 号 令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 を 採 決 い た し

ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ６ 、 報 告 第 １ 号 蘭 越 町 住 民 監 査 請 求 取 扱 要 綱

の 制 定 に つ い て 、 代 表 監 査 委 員 か ら 報 告 が あ り ま し た の で 、 そ の 写 し を お

手 元 に 配 付 い た し ま し た の で 、 御 了 承 願 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は、全

部終了いたしました。 

これにて、令和６年第１回蘭越町議会臨時会を閉会いたします。 

 

午前１０時５２分 閉会 


